


第2回多機関・多分野が協働した包括的な支援体制の構築に向けた
市町村支援事業に係る公募型プロポーザル方式等事業者選定委員会
議事要旨


１．日時及び場所
日時：令和４年５月６日（金曜日）14時30分から16時00分
場所：大阪府立男女共同参画・青少年センター４階　中会議室３

２．審査方法
あらかじめ定められた審査基準（公募要領に記載）に基づき、３名の選定委員が書類審査及び
プレゼンテーションを踏まえ審査を行い、100点満点で評価を行った。
選定委員の評価結果を集計し、選定委員の合議で、総合評価を行った。
なお、選定については、評価の合計点が100点満点中60点以上であるものとする。

３．提案状況
・提案事業者：２事業者　【採択予定者数：1者】　※申込順
　A提案者：株式会社HRCコンサルティング
　B提案者：社会福祉法人大阪府社会福祉協議会

４．議事概要
　　≪書類審査・プレゼンテーション審査≫
　　　プレゼンテーション20分、質疑応答10分、採点5分　（時間は約）
※主な質問内容
・提案金額の算定内容、根拠について
・事業実施に向けた体制、スタッフ等の確認
・包括的支援体制「大阪モデル」の具体的なイメージについて
・包括的支援体制における行政（市町村）との連携、役割分担について
・包括的な相談支援への考え方、評価について
・民間企業やNPO法人等の多様な主体との協働の進め方について
　　　　　　　
≪最優秀提案事業者の決定≫
書類審査及びプレゼンテーション審査の結果を踏まえ、選定委員会委員が合議制により評価点を決定したところ、「社会福祉法人大阪府社会福祉協議会」が採択基準（60点）を超える最高点を獲得した。事業遂行能力等にも問題がないため、同法人を最優秀提案事業者として選定した。
（評価点及び提案金額）
	最優秀提案事業者
	総合評価点
（100点満点）
	企画提案部分
（85点満点）
	価格等提案部分
（15点満点）
	提案金額
（税込）

	社会福祉法人
大阪府社会福祉協議会
	7０.3点
	6０.3点
	10点
	4,898,000円


≪講評での主な委員意見≫
・最優秀提案事業者は、事業の実施体制や過去の実績等、事業の実効性を期待することができる。
・Ａ提案者は、市町村ヒアリングによる課題分析と地域づくりへの支援について積極的提案として優れていたが、市町村等の課題に応じた具体的かつ個別的な支援についても積極的な提案が欲しかった。
・事業実施にあたり、提案内容の最終的な事業計画を府とよく調整の上で立て、さらに定期的に点検・評価を行いながら、本事業を進めてほしい。

４．選定委員会委員（敬称略・50音順）
	所属・職名等
	氏　　名
	[bookmark: _GoBack]選任理由

	日本公認会計士協会　
近畿会
	川喜多　由博
	企業会計や経営の専門家としての知見を活かし、本事業の提案内容の妥当性や実効性等を審査

	日本福祉大学
社会福祉学部　教授
	川島　ゆり子
	地域福祉について精通し、地域の多様な主体との協働や地域住民の地域福祉活動への参加に向けた幅広い知識を有しており、本事業の提案内容の妥当性や実効性等を審査

	関西学院大学
人間福祉学部　教授
	藤井　博志
	地域福祉について精通し、重層的支援体制整備事業の実施に向けた市町村の課題や府内市町村の状況にも深い見識を有しており、本事業の提案内容の妥当性や実効性等を審査






